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東京へ出かけた機会に久しぶりに水芭蕉が見たくなって 

尾瀬へいってきました。     

水芭蕉の季節には少し遅かったのですが、梅雨時ながらラッ

キーなことに晴天に恵まれ、水芭蕉をはじめ、湿原に咲く初

夏の数多くの草花に出会えました。  

また、念願の尾瀬ケ原の中での小屋泊 ビールを飲みながら

の夕景や朝もやの中刻々と変化する尾瀬の景色など尾瀬の中

でのゆっくりとした時間もすごせて、満足の尾瀬歩きでした 

  

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



1.1.1.1. 6666 月月月月 16161616 日日日日    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原 Walk  Walk  Walk  Walk  尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原にににに水芭蕉水芭蕉水芭蕉水芭蕉をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    

 

                                《《《《    鳩待峠鳩待峠鳩待峠鳩待峠からからからから    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ヶヶヶヶ原原原原のののの西端西端西端西端    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻へへへへ    》》》》    

 

   

  

    ツアーの人で一杯の 至仏山の山裾 尾瀬ヶ原の西の端「山の鼻」 

      久しぶりの尾瀬 残雪の至仏山が出迎えてくれる  

  

  

 



               《《《《    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻からからからから    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬がががが原原原原のののの中央中央中央中央をまっすぐをまっすぐをまっすぐをまっすぐ東東東東へへへへ    木道木道木道木道をををを行行行行くくくく    》》》》    

 

 

  

       山の鼻の湿原で水芭蕉に出会う ちょっと時期が遅くもう 満開は過ぎて 大きな葉が目立つ 

                                                         2013.6.16. 



 

  

  

 



《《《《    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    上田代湿原上田代湿原上田代湿原上田代湿原    2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.    》》》》    

 

 



    

 



  

尾瀬ケ原の中央部では どんどん人が減ってきて、山の鼻へ向かう人が多い 

東京へその日のうちに帰りつくには 昼過ぎには 尾瀬ケ原を出ねばならないためか??? 

 

《《《《    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ヶヶヶヶ原原原原のののの北北北北のののの縁沿縁沿縁沿縁沿いをいをいをいを流流流流れるれるれるれるヨッピヨッピヨッピヨッピ川方面川方面川方面川方面へのへのへのへの分岐分岐分岐分岐    牛首牛首牛首牛首    》》》》

    

 



   

雲が切れ 正面に燧ケ岳、振り返ると至仏山の山頂がくっきりと広々とした尾瀬ケ原の向こうに 

山に向かって 人影が少なくなった尾瀬ケ原の中央を木道が伸び、静かな尾瀬ケ原が戻ってきた 

 

《 尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原のののの中央中央中央中央    中田代中田代中田代中田代のののの池塘群池塘群池塘群池塘群 》 

   

 

 

 



 

  

    

    

   

 



               《《《《    湿原湿原湿原湿原をををを流流流流れるれるれるれる川川川川がががが地地地地下下下下にににに消消消消えてえてえてえて伏流伏流伏流伏流するするするする伏流点伏流点伏流点伏流点    竜宮竜宮竜宮竜宮    》》》》    

 

 

   

 

 

↑↑↑↑竜宮竜宮竜宮竜宮    



 

  

  

               竜宮周辺 中田代の水芭蕉  2013.6.16. 



 

ヨッピ川沿いの東電小屋へ向かう木道との分岐 竜宮十字路 奥に竜宮小屋の森が見える 

    

 



《《《《    竜宮十字路竜宮十字路竜宮十字路竜宮十字路からからからから左左左左    ヨッピヨッピヨッピヨッピ川沿川沿川沿川沿いのいのいのいの東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋へへへへ向向向向かうかうかうかう    》》》》    

 

  

   

 



《 ヨッビヨッビヨッビヨッビ川川川川    吊橋周辺吊橋周辺吊橋周辺吊橋周辺 この橋の西側がヨッピ川 ここより東側は只見川となって東側 新潟へ流れてゆく     》》》》    

   

 

  

  

 



 

     熊の多い景鶴山山麓周辺 木道の所々が橋になっていて、熊などが木道を通り抜けられる・ 

木道脇に設置されている熊の注意板や鐘など゛ともに 熊と人が遭遇しない工夫がなされている。 

  

湿原の向こうに 今日の宿泊東電小屋がみえる  ２０１３．6.16． 2:00   

《《《《    荷物荷物荷物荷物をををを預預預預けけけけ    東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋からからからから新潟新潟新潟新潟・・・・福島福島福島福島のののの県境県境県境県境のののの谷谷谷谷    只見川只見川只見川只見川のののの流流流流れにれにれにれに沿沿沿沿ってってってって    平滑平滑平滑平滑のののの滝滝滝滝へへへへ    》》》》    

 



       東電小屋の北側の森には 只見川沿いの渓谷に素晴しいブナの森が広がっていました 

  

 



  

橋を渡ると燧ケ岳の広い裾野に広がる湿原 赤田代に出て、燧ケ岳を背に広い尾瀬ケ原の東部分見渡せる 

 只見川沿いの谷 と 南の尾瀬ケ原 見晴との分岐  見晴へちょっと寄り道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 



《《《《    赤田代赤田代赤田代赤田代にににに戻戻戻戻ってってってって    只見川沿只見川沿只見川沿只見川沿いのいのいのいの谷谷谷谷をををを温泉小屋温泉小屋温泉小屋温泉小屋・・・・平滑平滑平滑平滑のののの滝滝滝滝へへへへ    》》》》    

 

 

 



  

  

   

    

《《《《    暮暮暮暮れてゆくれてゆくれてゆくれてゆく尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原        東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋よりよりよりより    2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.夕夕夕夕    》》》》    

        



 

    

 



2.2.2.2. 2013.6.17. 2013.6.17. 2013.6.17. 2013.6.17. 夜明夜明夜明夜明けのけのけのけの尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原        朝霧朝霧朝霧朝霧にににに包包包包まれたまれたまれたまれた東電小屋周辺東電小屋周辺東電小屋周辺東電小屋周辺のののの散策散策散策散策    

    

   

  

 

 



 

  

  



   

   

  

 



3.3.3.3.    6666 月月月月 17171717 日日日日        尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ出出出出てててて    三平峠三平峠三平峠三平峠からからからから大清水大清水大清水大清水へへへへ下下下下るるるる    

    

 

 

 



    《《《《    6666 月月月月 17171717 日日日日        尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    尾瀬ケ原中央を横切って 竜宮へ        》》》》    

 朝 6時 30分東電小屋を出発して 朝霧の漂う尾瀬ケ原竜宮へ戻って そこから尾瀬沼へ向かう 

 

 



 

   

  

               ヨッピの吊橋から 竜宮 十字路に出て  まだ 7時前 尾瀬ケ原に人影なし 2013.6.17. 

       逆光でシルエットしか見えない燧ケ岳へ向かって歩く 竜宮小屋の森を通り抜けて見晴らしへ 

    



 

 

 

 
 



《《《《    見晴見晴見晴見晴からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    沼尻川沼尻川沼尻川沼尻川がががが流流流流れれれれ下下下下るるるる谷谷谷谷をををを遡遡遡遡ってってってって    尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    2013.6.17.2013.6.17.2013.6.17.2013.6.17.    7;17  7;17  7;17  7;17  》》》》    

   

   

   

 



  

   

   

《《《《    谷筋谷筋谷筋谷筋がががが明明明明るくなってるくなってるくなってるくなって    木道木道木道木道にににに残雪残雪残雪残雪    沼尻川沼尻川沼尻川沼尻川のののの瀬音瀬音瀬音瀬音がががが大大大大きくきくきくきく聞聞聞聞こえてくるとこえてくるとこえてくるとこえてくると白砂乗越白砂乗越白砂乗越白砂乗越（（（（白砂峠白砂峠白砂峠白砂峠））））周辺周辺周辺周辺    》》》》    

   

   

尾瀬ヶ原側と尾瀬沼側を隔てる白砂峠 2013.6.17. 



 

 

白砂峠を越えるとまもなく尾瀬沼への入り口 白砂田代 まだ尾瀬沼は見えないが周囲の森の景色が素晴しい 



《《《《    白砂田代湿原白砂田代湿原白砂田代湿原白砂田代湿原でででで    》》》》    

    

    

            

    



        
静寂に包まれた森と池塘 そして初夏の緑の濃淡の美しさには 思わず東山魁夷の世界だと 2013.6.17. 

    

    



    

    



《《《《    森森森森をををを抜抜抜抜けるとけるとけるとけるとパッパッパッパッとととと視界視界視界視界がががが開開開開けけけけ、、、、目目目目のののの前前前前にににに尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    沼尻平沼尻平沼尻平沼尻平にでましたにでましたにでましたにでました    2013.6.17. 8:522013.6.17. 8:522013.6.17. 8:522013.6.17. 8:52    》》》》    

    

    

    

    



        

    
                             沼尻平からながめる燧ケ岳  2013.6.17. 

 



        《《《《    沼尻沼尻沼尻沼尻からからからから    燧燧燧燧ケケケケ岳岳岳岳をををを眺眺眺眺めながらめながらめながらめながら    人人人人のののの少少少少ないないないない西西西西湖岸湖岸湖岸湖岸のののの木道木道木道木道をををを通通通通ってってってって長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋へへへへ        9:09:09:09:00000    》》》》    

                次はいつになるかわからぬので、平野さんの長蔵小屋は是非見て帰りたいが、記憶にある大清水までの道は 

遠くて長い。 切符を取っているので 長蔵小屋から沼山峠を経て会津側へはくだらない。 

コースタイムは今のところ順調なのでgoo。 でも 2時過ぎには三平峠へ登らないと大清水を経て神戸まで 

は帰れない。 水芭蕉と燧ケ岳を眺めながらの Walk 時間を気にしつつ、湖岸の木道を長蔵小屋へ   

 

  

   
西湖岸の木道をしばらく行くと富士見峠への分岐 小屋で今は行きがあるので進めないと聞いた道との分岐 



 

 

富士見峠への分岐周辺から尾瀬沼の向こうに燧ケ岳がくっきりと  2013.6.17. 

 



 

 

 

 



《《《《    尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋        頭頭頭頭にあるにあるにあるにある印象印象印象印象とはとはとはとは違違違違うううう長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋のののの横横横横にににに出出出出るるるる    10:0710:0710:0710:07    》》》》    

頭にあるのは会津側 大江湿原側から見る長蔵小屋とは随分ちがう。 こんな樹木につつまれていただろうか・・・・と。 

 

  

  

 

長蔵小屋から眺める燧ケ岳 2013.6.17.  



 

   

長蔵小屋から元の三平峠下へ戻る途中で眺めた草花 

 

《《《《        三平峠下三平峠下三平峠下三平峠下にににに戻戻戻戻ってってってって    三平峠三平峠三平峠三平峠からからからから大清水大清水大清水大清水へへへへ        10:25  10:25  10:25  10:25  》》》》    

 



  

  つづら折れの木道階段道を何度か折れるとあっけないほどで 三平峠にたどり着く   2013.6.17. 

  

 

尾瀬沼から大清水へ下る峠 三平峠 2013.6.17. 10:55   ここからは大清水まで長いくだり道  

  
峠を越えると群馬県側の山々が見え、深い谷に随分高地にいることが知れる。 2013.6.17. 

 

 



   

急なくだり道を谷底へと降りてゆく 道はよく整備されているがきつい 

 

 

   

山腹のトラバース道から谷筋へ降りるきつい下りに変わるともう里も近い 2013.6.17. 

 

 



  

 

足には本当にきつい三平峠からの悪戦苦闘の約 1時間 やっと市ノ瀬休憩所  

やれやれである。 でも ここからはまた、大清水まで 1時間の車道歩きが続く 

  

時間的には余裕が出てきたので、川の瀬音を聞きながら大清水へ下る 

 

 



 

12:30 約 45分ほどで 大清水の登山口に下山 一つ前のバスに乗れそう 2013.6.17. 

 



4444....    6666 月月月月初夏初夏初夏初夏    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで出会出会出会出会ったったったった草花草花草花草花    とととと    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬のののの森森森森    

 



尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで見見見見かけたかけたかけたかけた初夏初夏初夏初夏のののの花花花花    【【【【1111】】】】    2222000011113333....6666....    11116666....& & & & 17.17.17.17.    

    

      

   

   

   



尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで見見見見かけたかけたかけたかけた初夏初夏初夏初夏のののの花花花花    【【【【2222】】】】    2222000011113333....6666....    11116666....& & & & 17.17.17.17.    

        

   

     

     

     

 

 

 

 



                                                尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原・・・・尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬沼沼沼沼 WalkWalkWalkWalk のののの森森森森    

        

鳩待鳩待鳩待鳩待峠峠峠峠----山山山山のののの鼻鼻鼻鼻    川川川川のせせらのせせらのせせらのせせらぎをぎをぎをぎを聞聞聞聞きなきなきなきながらがらがらがら柔柔柔柔らかいらかいらかいらかい緑緑緑緑のののの森森森森がががが続続続続くくくく        2222000011113333....6666....11116666....    

        

尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻    2222000011113333....6666....11116666....    

        
    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    ヨッピヨッピヨッピヨッピのののの林林林林        2222000011113333....6666....11116666....        



        

    

只見川只見川只見川只見川がががが流流流流れるれるれるれる景景景景鶴鶴鶴鶴山山山山山麓山麓山麓山麓ののののブナブナブナブナのののの森森森森        2222000011113333....6666....11116666....    

    

    

    



            

尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    竜宮竜宮竜宮竜宮小屋小屋小屋小屋のののの森森森森    

        
尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ抜抜抜抜けるけるけるける燧燧燧燧ケケケケ岳岳岳岳山腹山腹山腹山腹    段段段段小屋小屋小屋小屋坂坂坂坂周辺周辺周辺周辺    2222000011113333....6666....11117777....    

    



        
尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    白白白白砂砂砂砂田代田代田代田代湿原湿原湿原湿原でででで    2222000011113333....6666....11117777....        

        

        

                                                                                尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    西岸西岸西岸西岸のののの木道木道木道木道        2222000011113333....6666....11117777....        



    

        
三平三平三平三平峠峠峠峠からからからから大清水大清水大清水大清水のののの山腹山腹山腹山腹でででで        2222000011113333....6666....11117777....    

    



 

    

    

【【【【参考参考参考参考】】】】                【【【【風来坊風来坊風来坊風来坊    Country WalkCountry WalkCountry WalkCountry Walk】】】】    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原・・・・尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    

    

1.  尾瀬の秋 紅葉の尾瀬ヶ原  上越側 鳩町峠から会津側御池小屋へ  1990.10 

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama02.pdf 

2.  夏の尾瀬 尾瀬沼・尾瀬ヶ原                       2000.7.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama03.pdf 

3.  初夏 水芭蕉の尾瀬 探勝                        2001.6. 

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama07.pdf 

   


